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1.概況 

臨床検査部門は『精度保証されたデータを迅速に提供すること』を目標としているが、採血か

ら結果報告までを臨床検査の精度管理と考え、平成 17年 4 月 1日より外来検査部門での採血を開

始した。さらに平成 18年度より採血受付システムを導入し、患者サービスと業務改善・診療支援

を図っている。 

時間外緊急検査は平成 22年 4月 1日より二人二交替制勤務から一人二交替勤務に移行し、一人

は輸血管理当直とし、休日及び平日の日勤帯以外の緊急検査に対応している。一人を輸血管理当

直にすることにより、日勤帯の人員確保を図ると同時に夜間帯の緊急体制にも考慮した。 

 

・各部門について 

外来採血部門：患者さんのプライバシーに配慮し、採血場所をパーテーションで区切り５個の

ブースと車椅子用ブースを設け外来での採血を実施している。また、採尿室に隣接した外来検査

室で検尿、便潜血、穿刺液（髄液、胸腹水等）の検査、原虫や虫卵検出等を中心に検査している。

看護支援の一環として翌日分の入院患者の採血管を前日に準備し各病棟へ搬送している。 

総合検査部門：血液中の成分を各分析機で検査している。緊急検査は 30分、至急検査や診察前

検査は 60分を目途に診療科（患者）に報告している。輸血管理室では輸血血液製剤の管理と輸血

検査の一元化（管理）を行い、輸血療法委員会へ情報を提供し血液製剤の有効利用に努めている。

治験検体の処理や保管も行っている。日勤帯以外の緊急検査（血液検査、生化学検査、免疫検査、

輸血検査、検尿検査等）を行い、輸血管理当直を含め２４時間の輸血管理行っている。 

細菌検査部門：各検体からの細菌の分離、同定および感受性を中心とした院内感染防止対策の

情報を耐性菌週報として院内に発信している。PCRによる高感度測定（結核菌、HCV、HBVおよ

び HIV）、HIV薬剤耐性遺伝子解析やMRSAの PFGE（パルスフィールド電気泳動）による遺伝子

解析も実施している。ICTの会議及びラウンドにも参加し、院内感染防止に貢献している。 

病理検査部門：機械化と作業環境の改善に努めている。術中の迅速病理診断や迅速細胞診を積

極的に行い、また、100 種以上の抗体を準備し免疫染色を実施して症例に応じた治療法の選択に

貢献している。高度な専門的病理診断に対応するため 4大学より病理専門医を招聘している。 

生理検査部門：患者からの生体信号を調べる部門である。循環器系（心電図、ホルター心電図

解析、トレッドミルや心エコー）、呼吸器系（肺機能）、消化器系（腹部エコー）、神経系（脳波や

神経伝導速度）や聴覚系（聴力検査）等の様々な分野の検査以外に出血時間や尿素呼気テストも

実施している。また、エコーセンターとして各診療科の受付を一括して行っている。 

スタッフは医師 4名と臨床検査技師４1名（9名は非常勤）、検査助手 2名で運営している。 

 

 

 

 

 



 

2.活動報告 

  検査の依頼数に相関する判断料の年度推移を示す。 

 
臨床検査判断料件数の推移（平成 18年から 23年）  

  18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 ＊23年度 

尿・糞便等検査判断料 23,685 20,941 21,191 20,729 21,244  22,056 

血液学的検査判断料 73,740 75,939 76,605 76,115 76,915  76,876 

生化学検査(Ⅰ)判断料 70,099 72,728 73,770 73,206 74,137  74,185 

生化学検査(Ⅱ)判断料 18,319 19,919 20,661 19,642 19,687  21,439 

免疫学的検査判断料 50,380 54,336 55,356 56,750 58,694  60,764 

微生物学的検査判断料 17,243 18,196 19,397 18,291 18,639  17,310 

病理学的検査判断料 6,333 6,329 5,895 5,497 2,839  2,549 

病理診断料組織診断料 4,555 5,036 5,111 5,439 5,781  5,789 

病理診断料細胞診断料     3,226 3,500 

*各種生理検査判断料 2,743 2,874 2,974 3,008 3,297 3,261 

*：呼吸機能検査、脳波検査および神経・筋検査判断料の合計      ＊23年度は推定 

 

 

 

検査点数は平成 18年から 23年の推移をみると総点数において平均で毎年約 5%以上の増加がみら

れる。 

 



精度保証は検査にとって重要課題である。そのため、毎日の内部精度管理はもとより、各種の

外部精度管理調査（日本医師会、日本臨床衛生検査技師会、大阪府医師会）に毎年参加している。

一例として日本医師会主催の臨床検査精度管理調査の成績（過去 7年間）を示す。 

 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 

総合評価点 100 99.0 98.9 99.7 97.6 99.2 99.8 

   

 臨床検査科として、日本臨床検査医学会（No.101）、認定輸血検査技師（No.185）、日本臨床細胞

学会（No.161）などの施設認定を取得している。また、技師の認定として、細胞検査士（6名）、超

音波検査士（4名）、認定輸血検査技師（2名）、認定臨床微生物検査技師（1名）および感染制御認

定臨床微生物検査技師（1名）が在籍している。 

 

3.今後の課題と目標 

 現在、臨床検査科では祝休日勤務の二交替制や外来採血支援により人員不足が生じている。それ

ゆえ人的資源を有効に活用できるように、一人の技師が複数の部門業務の担当が可能となるように

し、弾力的な人員配置で効率的な業務を行なえるようにする。また、昨年度より従来の二交替二名

勤務により生じる日勤帯の人員不足を解消するため二交替制勤務を一名とし、もう一人は輸血管理

当直を行い日勤帯の人員増を図った。日勤帯の人員増などにより診療支援が可能になった。 

そのため検査科全体の勉強会（月 1 回開催）および検査関連の認定資格取得を目的とする勉強会

（検査科全体および部門単位）を開催している。また、各種臨床病理カンファレンス（乳腺腫瘍、

呼吸器腫瘍、皮膚科疾患、肝生検、肝胆膵腫瘍、骨軟部腫瘍等）を定期的に実施して病理診断や臨

床診断・治療の質の向上に努めている。さらには、職員研修部との共催で月 1回の CPCを実施し、

若手臨床医の教育にも貢献している。 

チーム医療への参画では、臨床検査科内に分野横断的なワーキンググループを立ち上げ自己血糖

測定（SMBG）に関するプロジェクトとして、SMBG機器の仕様説明や糖尿病教室における患者指

導、また、NST（栄養サポートチーム）の一員として肝臓病教室での患者指導を実施している。ICT

（感染対策チーム）には情報提供だけでなくラウンドにも参加している。 

治験関連では、スタートアップミーティングに関連部門担当者が参加し、講習が必要な場合は受

講し、治験に対する理解を深め各担当分野での業務にあたっている。 

（文責 渡久地政茂・眞能 正幸） 
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